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人口 244，889人

t監事葬 81，256機構

(平成 2年 10月 1日現在)
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患
者
に
対
応
す
る
た
め
の
僧
室
寸
三
重
あ
り
ま
す
。
の
発
行
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

と
特
別
室
を
五
十
七
宰
叫
日
け
て
い
外
来
の
み
な
さ
ん
が
訪
れ
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。
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と
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鵠
る
く
ゆ
と
り
は
、
ゆ
と
り
の
あ
る
開
明
る
い
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・
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受
付
窓
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午
前
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で
構
成
さ
れ
て
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前
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時
か
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い
す
が
用
意
さ
れ
る
な
ど
、
広
い
れ
時
ま
で

第
二
期
工
事
と
し
て
ム

7m整
備
ス
ペ
ー
ス
が
取
っ
て
あ
り
ま
す
。

さ
れ
た
本
館
は
、
各
外
来
窓
口
と
ま
た
、
各
外
来
の
廊
下
待
hJA
口い

吋
診
療
護
ー
な
ど
の
ほ
か
に
、
重
点
集
を
な
く
し
、
港
ち
着
い
で
待
っ
こ

い
い
中
治
療
室
C
C
U
四
床
、
外
来
手
と
の
で
き
る
明
る
い
清
潔
な
待
合

吋
術
室
、
人
工
護
研
五
床
が
設
け
ら
所
長
設
け
ま
し
た
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病
床
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川
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百
一
床
、
従
来
の
六
人
室
を
五
ぷ
関
ホ
ー
ル
に
は
、
工
藤
甲
人

寸
人
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に
す
る
な
ど
、
新
前
ζ
同
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溺
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よ
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光
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く
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と
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た
せ
う
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一
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之
病
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。
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光
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仲
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蒸
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一
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し
た
。
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市
民
病
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の
整
備
事
業
は
、
新
舘
の
建
設
に
続
き
、
本
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商
改

修
工
事
を
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っ
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し
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医

療
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む
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床
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近
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わ
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。
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て
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検
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濯
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ま
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付
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付
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あ
な
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フ
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一
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霊
長
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告
の
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か
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す
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煩
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届
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こ
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に
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ま
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難
車
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西
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の
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療
に
役
立
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、
診
療
も
受
け
や
す
く
な
り
ま
こ
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に
、
診
療
カ
ー
ド
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ま
す
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。
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外
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月

病
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は
二
百
九
十
九
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、
六
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(
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し
く
必
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必
要
と
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ま
す
の
で
、
大
末
に
完
成
し
ま
す
が
、
前
庭
に
緑

人
用
の
病
室
が
一
二
十
三
室
、
四
人
な
り
ま
し
た
。
切
に
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管
し
て
く
だ
さ
い
。
地
帯
の
あ
る
ロ
ー
タ
リ
ー
を
設
け

掃
の
病
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が
七
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あ
り
、
各
病
室
初
め
て
受
U

持
倍
さ
れ
る
方
は
、
新
古
い
診
察
券
(
黄
色
の
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)
る
た
め
、
車
の
駐
車
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が
な
く
な

と
も
腹
壁
を
低
く
す
る
な
ど
、
明
患
受
付
慾
口
で
診
療
カ
ー
ド
(
ー
を
お
持
ち
の
方
や
診
療
カ
ー
ド
を
り
ま
す
。
病
院
へ
葱
で
行
か
れ
る

る
く
ゆ
っ
た
り
と
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た
心
安
ら
ぐ

D
カ
!
ド
)
を
受
け
取
っ
て
く
だ
紛
失
し
た
方
は
、
新
患
受
付
窓
口
方
は
、
西
側
の
駐
車
場
を
ご
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用

部
屋
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
救
さ
い
。
再
来
す
る
と
き
は
、
受
付
で
も
う
一
度
新
し
い
診
療
カ
ー
ド
く
だ
さ
い
。
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塚
市
青
少
年
一
山
月
山
[
口
径
一
期
満
了
と
な
る
山
一

9
月
の
市
営
競
輪
お
よ
び
花
と
一
間
民
年
令
議
険
料
は
絞
め
忘
れ
で
お
同
一
日
幻
(
火
)
金
限
公
阿
南
線
一
円
v
日
一
時
円
以
月
お
日
(
木
)
午
後

一
号
。
喜
一
O

島幸一
O

一一言
τ
A
Y
号
。
喜
一
?
A
V
S
否定一
A
v
g
h
v
喜
AVaa吾首
A
1
2
2
T
O
喜一

9
3
0孟妻子
AV4zgz
一日喜一誉
A
V
;
一章一
τ
A
V
S
O
喜一
A
V
-
喜一
A
V
A喜
一
品
一
が
あ
る
と
、
出
思
い
が
け
な
い
事
故
了
刀
犯
行
(
水
)
越
北
公
民
滋
…
2
時
S
4時

福
祉
事
務
所
で
は
、
ま
ー
の
刊
が
取
り
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
。
供
の
保
育
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
マ
申
込
書
の
受
け
付
け
一
に
あ
っ
た
と
き
の
障
主
義
年
金
了

H

U
自

主

怒

削

市

民

窓

…

三

暴

動

支

議

月

か

ら

新

た

に

保

育

騒

の

入

閣

を

な

お

、

浪

花

人

関

中

完

雪

な

い

家

緩

急

荷

主

自

主

主

一

皇

族

議

礎

年

金

な

ど

が

受

け

ら

石

セ

ン

タ

ー

一

マ

講

師

女

性

労

働

開

票

究

家

希
望
々
d

れ
る
家
庭
の
た
め
に
、
保
来
任
中
山
)
人
隠
さ
せ
る
希
明
記
の
あ
る
マ
申
込
警
の
民
舟
町
二
八
苦
)
一
れ
な
い
ば
か
り
か
、
議
齢
基
礎
年
一
期
時
間
い
ず
れ
も
午
前
9
持
ぬ
…
忍
v一
喜
美
子
さ
ん

育
仏
国
入
園
申
込
骨
官
官
配
布
す
や
こ
市
議
苦
手
に
は
、
後
日
会
保
育
閥
均
線
開
立
凡

UH1(31施
。
時
間
下
告
別
9
時

1ι
後
4
時
一
金
も
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
で
で
一
分

1U時
午
後
1
時

13時
…
マ
定
員
初
人
(
光
器
同
期
)

と

に

な

っ

た

。

申

込

書

を

配

布

す

で

密

室

と

え

け

(

火

〉

ふ

立

市

役

所

支

議

室

ヤ

く

る

。

絞

め

L
L
品
れ
に
気
を
つ
け
、
一
マ
問
い
合
わ
廿
長
保
険
託
金
課
一
マ
申
込
先
勤
労
会
館
〈
電
話
幻

る
燦
に
家
庭
の
状
況
な
ど
を
お
関
守
人
関
釜
山
保
護
者
等
が
働
い
ら
鈎
午
一
一
引
9
時
1
午
後
4
時
一

V
問
い
合
わ
せ
先
児
寧
J

諜
保
清
一
任
金
を
受
け
る
権
初
が
失
わ
れ
な
一
年
金
係
(
市
内
線
一
一
五
一
)
一
一
一
一
一
一
…
五
五
〉

き
す
る
の
で
、
直
接
保
設
者
の
万
て
い
た
り
、
病
気
な
ど
で
界
一
間
F

@
場
所
市
筏
所
C
会
議
官
ロ
係
(
内
線
一
一
一
山
〉
一
い
よ
う
ご
注
意
を
。

一
な
お
、
昭
和
六
十
一
二
年
十
月
以

一
一
階
の
保
険
料
分
で
、

Mmめ
忘
れ
の

一
あ
る
方
の
た
め
に
次
の
臼
程
で
集

一
合
徴
収
を
行
う
ほ
か
、
年
金
に
つ

一
い
て
の
炉
設
を
お
受
け
す
る
。
納

一
付
蓄
を
持
毒
し
て
ご
来
場
を
。

一
ま
た
ミ
保
検
制
刊
を
納
め
る
の
が

一
著
し
く
阪
総
な
方
に
は
保
険
料
が

一
免
除
と
な
る
制
度
が
あ
る
。

ね
を
。

マ
日
程
、
会
場

局
円
以
同
月

4
日
(
火
)

・ρ
5
E
(本
)

'
刀

6
沼
(
木
)

書籍4ア 2窒雪議機砂をうっか

広
報
課
で
は
、
い
つ
も
身
授
に

見
て
い
る
大
山
の
い
わ
れ
や
郷
土

平
塚
と
の
か
か
わ
り
芯
ど
、
そ
の

ん
1
ソ
を
訪
ね
る
「
沢
山
信
仰
J

そ
の
ル
ー
ツ
」
と
題
し
た
ど
デ
オ

間
闘
を
州
制
作
し
た
0
1
月
十
七
行
テ

?
g

レ
ピ
神
奈
川
で
放
検
さ
れ
る
。
ぜ

雪
震
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

内
初
マ
放
同
明
日
い
は
〔
片
付
U
H
(士
)
午

4

主
将
立
1
5分
間
)

ド
マ
需
総
名
こ
ん
に
ち
は
神
奈
川
Y

V

語
、
放
映
し
た

F
Z

m
l
i
l
l

留
選
州
問
視
聴
覚
ラ
イ
フ
一
フ
リ
j

で

噌
岱
九
レ
中
山
す
。
ご
利
用
を
。

と」
く〉議認 をま雲雪fj潜水j 室主f小主義;会j

く〉滋議務 ct森品三 山本毘'1直、鏑木埠男

入場料特等席収)問、 1等席2，500円

@釣ヲ号令，j 月四日(EJ)午諮問時から市民セン

タ一、ヤンレイレコード、本音元箆楽器、サク

ラ書?苫本活、花水害1主

問 い 合 わ せ 市民センター(電話32--2235) 

く〉人形芝援の部
台高 浜高校乙女文楽部

@的高座

<>まつりの華客
。寄木神社太鼓i嘉

長時鳥神託曜子太鼓保有会

問い合わせ 社会教育課文化対保護保



(4) 玄手成2ま手守守 F苦弓 58っか

ぼ
く
も
お
父
さ
ん
に
負
け
ず
に
ゴ
ル
フ
の
締
習

))))))開1¥111
1

湘
南
ス
夕
、
モ
i
ル
の
歩
道
に
ナ
i
、
一
日
動
物
品
刊
な
ど
が
行
わ

新
し
い
お
沼
が
出
て
い
ま
し
た
。
れ
、
子
供
に
大
人
気
で
し
た
。

今
日
は
市
良
市
で
す
。
ま
汗
ミ
ス
タ
ー
モ
ー
ル
で
は
、

手
作
り
の
革
製
品
、
人
形
、
ブ
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
ま
つ
り
に

ロ
l
チ
な
ど
の
偲
活
が
約
百
五
十
撃
を
添
え
ま
し
た
。

市
出
も
出
庖
さ
れ
、
腐
の
あ
ち
こ
ち
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
は
、
各
儲

か
ら
お
客
さ
ん
を
呼
び
止
め
る
一
克
服
で
品
定
め
を
し
、
子
供
た
ち
は

気
な
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
催
し
物
コ
ー
ナ
ー
で
楽
し
く
過
ご

紅
谷
パ
ー
ル
ロ
ー
ド
や
新
仲
過
し
、
夕
方
に
は
俄
庄
で
漂
っ
た
品

り
で
は
、
機
し
物
コ
ー
ナ
ー
が
あ
物
を
入
れ
た
袋
を
持
っ
て
、
帰
つ

り
、
こ
ど
も
劇
場
や
竹
級
ヱ
コ
!
て
い
者
与
仇
し
た
。

日
曜
臼
に
な
る
と
総
合
公
濁
平

塚
の
は
ら
っ
ば
は
、
元
気
に
遊
ぶ

子
供
た
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

今
日
は
、
こ
ζ
に
焼
き
そ
ば
、
綿

菓
子
な
ど
の
模
擬
屈
が
並
び
、
と

も
し
び
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ
ん
が

調
か
れ
ま
し
た
。

野
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
乙
女
文

楽
、
相
州
七
夕
太
鼓
な
ど
が
行
わ

れ
、
見
物
人
を
競
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
は
ら
っ
ば
中
央
で
は
ミ

ニ
運
動
会
も
行
わ
れ
、
パ
ン
食
い

競
走
、
車
い
す
ト
ラ
イ
ア
ル
な
ど

の
競
技
を
し
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
運
動
会
に
参
加
し
た

り
、
模
擬
屈
で
お
い
し
い
も
の
を

。
第
お
間
開
会
悶
本
大
学
サ
ッ
カ
i
選
手
権
(
有
料
)

醍
一
般
八
百
円
、
高
校
生
四
百
円
、
小
。
中
学
生
吉
田
門

a
U
同
月
初
日
(
火
)
立
時
対
戦
力
1
ド
未
定

万

円

U

時

吋

刀

。
臼
一
本
サ
ツ
カ
i
リ
l
グ
一
一
部
公
式
戦
(
有
料
)

高
中
学
生
以
上
回
百
円

・
日
月
山
山
田
(
土
)
リ
日
時
ブ
ジ
タ
対
日
立
製
作
所

。
歯
車
島
本
社
会
人
ラ
グ
ピ
i
(有
料
)

高
…
般
一
千
円
、
中
高
校
生
五
百
丹

・
日
月
訪
問
M

(

日
)
M持
横
河
対
策
芝
府
中

。
塑
悪
人
学
ラ
グ
ピ
i
(無
料
)

-
U
月刊
ω
日
(
白
)
収
時
吋
東
京
大
学
対
成
減
大
学

N

M

時
期
間
山
山
学
鋭
大
学
対
成
緩
大
学

-
U
月
1
臼
(
ム
ム
)
日
μ
時
日
本
大
学
対
東
京
農
業
大
学

N
H

日
時
東
海
大
学
対
問
国
土
館
大
学

。
そ
の
外
の
試
合
(
無
料
)

a
U
月
お
臼
(
余
)
8
時
吋
鉛
分
ち
び
っ
子
健
康
マ
ラ
ソ
ン

a
U
月
2
B
(臼
)
8
時
少
年
少
女
マ
ラ
ソ
ン
大
会

-
U
月
4
日
(
火
)
ぬ
時
湘
一
隅
養
護
学
校
マ
ラ
ソ
ン
大
会

@
花
月
9
門
口
(
呂
)
8
時
小
学
生
駅
伝
競
走
大
会

e
u
R
H
R
(火
)
9
時
期
畑
一
悶
養
護
学
校
・
小
出
版
措
置
護
学

校
競
技
大
会

J'l 5 B (務}
午 前8時-12時

。午前 7時に花火で実施の合図

。雨天の場合は12月 2日(臼)に延期

く〉湾掃する場所
。自宅付近の道路

0広 場 、 公 慰 等 の 公 共場所

。平埠梅岸

問い合わせ 環境南 生業務課

一
教
室
に
参
加
さ
れ
る
方
を
募
集
す
一
平
塚
駅
(
歩
行
距
離
約
刊
さ
り

一
る
。
ご
参
加
を
。
一
一
〉
持
っ
て
く
る
物
弁
当
、
水

一
{
知
初
心
議
社
交
ダ
ン
ス
務
習
会
}
一
筒
、
交
通
費
二
千
三
吉
内

一
一
〉
日
程
円
以
月
刊
山
臼
(
丹
)
1
U
一
一
〉
問
い
合
わ
せ
先
体
育
課
(
電

一月
1
臼
(
1

工
)
、
全
8
回

一

話

泊

三

O
穴

O)

一
切
符
筒
午
後
6
時
1
8降
初
分
一

一

マ

会

場

見

控

口

体

育

館

一

ス

ポ

j
ツ
大
会

一

マ

参

加

資

格

山

市

内

に

お

住

ま

一

の

結

果

で

す

一
い
、
お
勤
め
ま
た
は
浅
学
し
て
い
一

定

…

る

方

一

(

敬

称

略

)

時
一
マ
内
容
ブ
ル
ー
ス
、
ル
ン
バ
、
一
{
第
江
総
ナ
イ
タ
i
ソ
フ
ト
ボ
i

食
一
ワ
ル
ツ
、
ジ
ル
バ
ほ
か
一
ん
大
会
}
羽
月
I
B
i叩品目

℃
一
一
〉
申
込
婦
問
旧
日
月
初
日
(
火
)
で
江
磁
中
学
校
グ
ラ
ワ
ン
ド
ほ

山
一
マ
申
込
先
品
産
審
議
喜
一
向
参
加
お
チ
ー
ム

比
一
湾
課
(
電
話
お
=
一

O
六
O
)

一
・
優
勝
構
内
ソ
フ
ト
、

2
位

骨
一
{
ス
キ
i
教

室

}

一

パ

イ

ロ

ッ

ト

、

3
佼
広
川
ス
ボ

尺
一
マ
日
程
ロ
月
8
5
(土
)
1
m
一
l
ツ
愛
好
会

J

一
日
(
月
)
、

2
泊
3
日
一
{
輪
開
制
照
時
蹄
入
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

ル

ア

出

発

8
B
(土
)
午
前

5
一
会
刊
川
河
口
臼
克
附
台
体
育

也

知

一

時

、

長

台

釜

高

前

一

館

、

央

あ

お

チ
1
ム

日
一
・
帰
着
初
回
(
月
)
午
後
日
山
了
優
勝
し
の
み
や
、

2
位

松

し
一
一
時
、
見
附
合
体
育
館
前
一
が
丘
、

3
位
一
一
一
鴎
ク
ラ
ブ
A
-

品
一
一
〉
会
場
北
海
道
札
幌
国
際
ス
キ
一
相
撲
ク
ラ
ブ

-
i
場
(
予
定
)
一
{
鎮
問
題
平
塚
市
少
年
少
女
剣
滋

マ
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま
一
大
会
〕
初
完
封
包
a

克
附
台
体
育

い
、
お
勤
め
ま
た
は
通
学
し
て
い
一
館
、
参
加
六
百
九
十
九
人

'1習い合わせ地域っくり諜

ところ
・入場無料(先着700人〉

o第 1欝シンポジウム
平嘩の音楽文化を考える

く〉第2遺書コンサート
名曲を集めて 業罰事からオベラ

噂歌 岩崎由紀子

・瀦察東京コスモ弦楽四重罪窃

・ピアノ 山部鶴子

:き



る
満
山
歳
以
上
の
万
一
〈
個
人
の
部
俊
勝
〉

三
話
料
凶
万
四
千
八
百
円
了
男
子
小
学
1
年
伊
藤
佑
介

マ
募
集
人
員
組
人
(
先
者
煩
)
一
(
富
士
見
小
)
、
防
2
年

荒

川

マ
申
込
受
付
開
始
円
以
月
日
臼
一
貴
行
(
富
士
見
小
)
、
向

3
年

(
金
)
午
前
8
時
鈎
分
1

一
吉
町
正
麓
(
大
原
小
て
伺
4

V
申
込
先
見
附
台
体
育
館
内
平
一
年
石
問
時
文
(
富
士
見
小
)
、

塚
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
(
電
話
一
同

5
年
住
崎
誠
洋
(
議
士
見

お

O
一

。

一

一

)

一

小

)

、

同

6
年
樟
泊
久
敬
(
両

一
崎
小
)
、
問
中
学
3
年
安
田
町
州

市

民

ロ

i
h
h
s
レ

一

貴

(

春

日

野

中

)

;

;

ス

大

会

開

催

一

・

女

子

小

学

1
5
2
年
高
橋
麻

一
衣
子
(
松
原
小
)
、
向
3
年

宮

教
育
委
員
会
で
は
、
第
二
十
四
一
元
瑞
枝
(
中
原
小
)
、
問

4
年

回
平
塚
市
民
口
!
ド
レ
ー
ス
大
会
一
下
川
漆
志
保
(
富
士
見
小
)
、
開
刊

を

間

開

催

す

る

。

一

5
年
田
中
理
恵
(
横
内
小
)
、

け

v
期
日
ロ
月
訪
日
(
日
)
午
前
一
一
同

6
年
石
黒
照
子
(
花
水

9
時
1

一
小
)
、
河
中
学
3
年
小
林
瑞
瀬
川

マ
会
場
吉
沢
小
学
校
1
遠
藤
原
一
一
大
野
中
)

マ
種
呂
田
内
子
一
般
9
J
M
V
同
一
〈
間
体
の
部
優
勝
〉

5
J
M州
、
胡
歳
以
上
男
子
5
キ
ロ
一
・
敬
武
舘

一
日
川
女
子
5
J
M川
、
中
学
発
子
5
一

一
J
M州
、
妻
子

3
5

一

県

総

合

体

育

大

一

マ

参

加

料

中

学

生

二

再

、

高

一

会

ふ

る

わ

ず

一
校
生
一
一
…
百
円
、
大
学
生
以
上
五
百
一

一

円

一

第

凶

十

一

回

神

奈

川

県

総

合

体

一

一
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悲しいけれと'気持ちのいい汗東いすトライアノレ

楽しく王監って発走をめとざしましょう

嘱託賓の募集

平塚市スポーツ従興財認の事務

-昭和30年 4rl2U以降に生まれた女

子で、経理事務の経験者。

回申し込み 教育要員会総務課庶務慌

に ある受験申込書に記入し、本人が

直接l1f330日(金)までに提出する。 競技の合間の楽しいひとと

1ml3 El (木)~16 El (箆)

絞どjレ5際ラスカホーん

{特産品重量示需産売コーナ…3
。一級車置発 民芸品、開磁器、捧器、南部鉄

器、嘉子、積物、地溜等

軍建議員草苑 ζ けし、焼き物、花巻人形等

々 澄 地 盤 送 り ん ご

。宣言沢賢二重量童話こども絵商厳

令特別会癒 あさま溺コーナー

問い合わせ地域づくり課(内線244)
※ 1月分の申し込みは12月 1[-:{ 9時から

<)!i主的合体育費宮(電話-3057) 

・関説種田 卓球、バドミントン、パスケッ

ト、軟式睦球 (~16E1軒、ノミレー(1即時~)

欄 12J寺3Eヨ(汚)午後 1時~午後日待

。12jj17日(月)グ

く〉金路公民童書体轡鎗(電話31---2136)

〈金額公渓緩体予著書室(電話日 0101) 

※金用 金自公民館の開放日と開放種目は同

) 

・開控寵呂 ハレー(9 時~13時)、パドミン
ト二/、卓球(13時 --161J朝、パスケット(l6

時~-20時)、

'11月 19E1(月〉午前 9時~午後 8時

・12jj3悶〈月)ノ/

• 12月 17Eヨ(汚)グ
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小説俗文学

飛行船の飛ぶ笠 串自孫

物語分水路 田村喜子

婦の星に生まれて 立松和平

桜を恋う人 渡辺枝

青嵐 江波戸哲夫

神が忘れた町 ロ ス ・ ト ー マ ス

君主 霊室。主主 ;蚤

古川政日

待問洋

最新楽々ケ ー キ づ く り 小林カツ代

よい家づくり悪い家ワくり

土屋博幸

初めての自殺、 あくたれい

すてきが野 き 大橋事

社会科学。その{也

子どもの級い・ここが念、所

品 11i7Fここ亘日

京都文'芋巡礼 菊池嘉浩

印象派の人び と ジ ュ リ ー 。 マ ネ

いま、地球の財産を診る 番場猛夫

アメリカ人のあたりまえ 光諜明子

ブ} ム の 社会現象学 芹沢俊介

臼本人口崩壊 米田匠滋

※掲載した図書は購入した限書の一

部。詳しくは図書館へお尋ねを。

I今枝民られる尽百円 F 流 原 群0)見ら

れる時期や見え}jとその IC体 j について

解説する。{--1 fi行日)

投降 f-:J 土曜け H時、日時打日時巴 14

時(いずれも 9持から観覧券を党ノ

ー観覧時間 1S;7T 

続官料 1人 100rX
]

塁在主主る会

オソオ/用などの冬の吸をさがしたり、

llrJに地球に最接近した火掃を常連続で親窮

する。

H時 月 7H (金)子 ~2(討時

ヲ会場 博物賄科学教草、混，.参加fJ!-tlノ

合体験学習「おかさりjを作ろう l
お正月の 文飾り、ごほうじめ、三合、聞かざ

りなどを作る。

ー日時 12月22日 C+J 10持~15時
主主を 3D人/抽選〉

申 u込み 12月13日までに往復はがきで

1ペネ鶴尽 毎週月曜日、月末、日月 23日

で博物額千桟間町12---41 電話

すこども峡滋会

、11丹羽田〔日 10時、 M時 3階ホーノレ

仏iからのたよりJ アニメ 24分

ノlてどんJ アニメ 19汁

ιf鵠館時間

火-~tl曙 11 9時、 16f昨日分

{;i役軍日のみ 管法賓と参考雫は 9持~同時

soラ子)

"梓舘自 毎週月趨口、月末、 llflZ3日

、'，[盟欝鶴子浅間町12---41 電話31 日

合体験学芸雪 f主義奇襲役作ろうj

小鳥たちのため4己最箱を作るほか、文化セ

ンターにかかっている巣箱を掃除したり、情

理したりる。

日時 月 2fj (訂) 10時時

守男央 E語
、、11丹 18Eヨ(日 10時、 14時 3摺 1ミーノレ

「旅 iLちむ持j 劇映画口6分

月 2日(沼 10時、 14時 3賠ホ jレ

ι ロジャ ，ラピット J 農民淡泊lO3ラ〉

人間とアニメのセ人公たちが同一酷聞で活

躍する全く新しいジャンルの映願。

すどうP;S狭5霊会
。12}寺9碍{臼 10時、 14時 3関ホール

rオズの彦憲法世い」 アニメ 42升

「子、ムソーヤの智隣ザ アニメ 42分

:t}12}916B (日 10時、 14時 3階ホール

fクリスマス匂キ折口Jレ」 アニメ 分

合初心者務E寺教護主

槙詩吟味の基本を習う。

e 日程 11月17臼〈土〉、 23口〈金〉、 12月

1日~日日の毎週七曜日 e 全 5回

時間 15時--16時 30丹

a 対象小学生以上のノ人〈先着順〉

泡教材費 1000円

す初J心者太様奇襲教室主

太極撃の型を習うロ

.[ヨ担 12月 2jj 16日(除く 12月29

丹、 1月 5日〉の毎趨i曜日 全問問

・時間 18時~19時30分

・対象 29緯までの方20人く先着閣〉

・教材費 520円

会ユニセフの重量い
親子でご参加を。

・日程 12月 14日(金)13時~17時写真麗

とどヂオ上映、 15日(土) 15時~16時30分

ファミリーアニメ映画会、 16日〈日) 13時

30分~16時キャンドルの集い

定員 16自由み100人(申込制)

合開輯時間

火~土曜日 9 時~21時30分
〈日曜日のみ 9時 時 )



書寵4ア2き華

[ロ]菅ける。 5歳 6か月に連するま

ご受けられるが、 4緒までに終」ア

する乙とが望ま υい
韓関業臣、病院で接荷を。持荷日は

医師とご相談をの

額料分無料

援護保険是正、母子曜鹿 f棋を持

〈ア〉

申保櫨センター

中堅34-~17 電話34---0311

駅前パスターミナル 5番綿中黒

続出回向間行または諏訪町提出市

民病続行 f庶療センタ 前」下 Z皇

居平揮埠瞳所

豊軍関J6-21

駅前八スターミナル 2
千子 「ュ阜ラテ j キ
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右
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。
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。
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す
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。
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護費対象 2歳 6か月までの坑幼児

盟会均 十7塚イ栄耀所

露豪相談1-1 12fJ 3円、 lhl 

覇時閣 ']前 9時へ 10時

瞬時し込み 電話て?平均点保健r'Jずへ、

鶴対象現 1病以 J:6歳入構の手[幼

~" 
翻接樗方法 開業訳、病院で受けら

れる。時樽刊は[又師とと相談を。

臨 料 金 摂 料

義務偽〈険説、月子儲政子版を持参

額対象 ['f円i也きの予防持撞を受け

る必委託のない設がj見

合第 1期 3か月以[-_6成未満0)乳

幼児。 3週間ヵ、ら 8週間の問i断で

1[cl_]受ける。

噂 2期第 i滞iの 3r1-lj ~ iの接持日

から 1仔以 }-.l年 6かJJ以内に:

目安ける。

議弱持暗法 市民病院 Jモ摂病院の

みで年間を通じて接揮できるα 持

揖口は間病院にご相談をつ

覇 料 金 無 料

鱒探険託、母 F憾康手帳を持参

線マ端(畠(

孟担言語立譲ij
}L合 6 27 
~オフ今主告白主令 [1

せ後木(木(
先 1 木星韮火

時勲)彦)

健 30底力旦夜重量
康分自市北宮市ffJ
車整 ¥ ~〆王， ~〆土T

f 、 E邑 f廷
内 館館

も
し
も
し
緩
緩
網
棚
談

くらしの中の家計簿

…守り自家計から

攻めの家計へ

鱗総生活経諦ジャーナリスト

高橋伸子古ん

定員 120人(先著順)

策申し込みは、地域づくり課市民生

f百{軍{内線開3)へ。

盤前期(女子賑 6か月までの方)

12月 3日 今 後 i時30升ヘ 4時

妊娠中の体む変化と過ごしプ':i.妊

婦体操

月 10日午後 1 時30分~4 時

お母さんと非ちゃんの捕の待

お産の準備と蔀ちゃんの衣類

12月17日 午前日時泊分~午後 2時

妊娠中と産後の栄養(調理主開と

昼食試食〕

輔撞期(妊娠 8か月以降白方)

12月 25日午後 l 時四分~-4 時

お産の進み方と産掻の過ごしプi

l 月 5 円午前 9 時四分~ll時30分

亦ちゃんのおふろ(実習)お父さ

んも一緒巴どうぞ

翻会場保髄センタ

盟主治医の許可を得てからご参加

を。
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ク
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を
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ビ
1
1

カ
1
、
京
子
南
洋
服
だ
ん
す
、
男
子
長
類

が
増
え
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
の
と
き
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
す
べ
り
台
、
ベ
ピ
1
パ
用
)

中占島公E霊童宮?ち畏ギャラリー

。おり総数霊童
.12月 6(日)午後 1 時~3 時

採期間中高'1作おり紙も展示している

@問い合わせ 中央公民館議話34---2111

寺30El(食)~12ßì 2ヨ
午 溺9時 30分~午後 4時'30分

疑 12丹 2日(日)は午後 3f]時30分まで

)警 25ヨ{認}
・援の部 午 謹 1時関連舞

・宅支出部 午撞5時ノf

ところ市民セ
く〉璃 醤 魚畳宗五郎、太刀盗人、お目見得口上

。出覇者 尾上菊五郎、河原時権十郎、尾上松助

市村高次郎外

く>入場料特等席 4，000円、 Z等 席 3，000円、 2

等 席 2，000円(市民センタで発売)

く〉前持非市民センタ一、チケットセゾン、ヤン

レイレコード、縮元麗楽器路、なでし

と書雇、文栄堂、花水需(s、ヨコ字、ずワ

業器、サクラ書鹿本高

きと

一 一



(8) 平成2年守 1F吾守を58

マ
ハ
同
時
日
月
日
日
一
七
)
今
世
1

時
泊
分
3
4時
泊
分

マ
会
場
事
野
市
文
化
会
館

中
テ
ー
マ
性
代
か
考
え
る
湘
南

の
埠
境
・
ご
み
ハ
ニ
y
ク

マ
講
師
川
口
市
リ
サ
J

ク
ル
シ
ス

テ
ム
研
究
委
員
松
田
美
夜
7
ー
さ
ん

守
内
容
基
調
講
積
、
意
見
発
表
、

会
場
討
論

マ
定
員
四
百
人
(
先
者
順
)

マ
申
込
先
湘
南
地
託
行
政
セ
ン
タ

ー
県
民
諜
(
電
語
詑
一
一
七
一
内

締
二
三
四
)

小
・
中
学
校
教
育
研
究
会
で
は
、

心
身
時
害
児
学
融
合
同
学
習
会
を
両

/¥。マ
日
時
日
月
四
日
(
木
)
午
前
回

時
i
午
後
0
時
四
分

マ
会
場
見
附
台
体
育
館

マ
内
容
市
内
小
、
申
学
校
心
身
揮

害
児
学
級
生
に
よ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
大
会

マ
問
い
合
わ
せ
先
教
符
署
員
会
指

導
室
(
内
線
万
二
七
)

申
告
所
得
説
第
2
期
分
の
納
期
醍

は
日
付
加

H
(令
)
と
な
っ
て
い

る
。
納
め
t
u
れ
の
な
い
よ
う
ご
注
意

を
。
な
お
、
納
税
は
口
正
振
替
で
も

ご
利
用
で
き
る
c

詳
し
く
は
、
平
理

税
務
署
(
電
話
担
一
同
0
0
)
へ。

hv
期
間
日
月
刊
H

・
時
間
午
前
日
時
3
午
後
4
時

守
会
場
パ
イ
ロ
ッ
ト
筆
記
具
資
料

館
(
パ
イ
ロ
ッ
ト
平
塚
工
場
内
}

マ
農
ポ
物
棒
芸
(
人
間
関
宝
故
松

田
権
六
氏
・
人
間
悶
宝
寺
井
直
次
氏

の
作
品
、
万
年
輩
、
生
詰
用
品
ほ
か
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
筆
記
具
資
料

館
(
電
話
出
一

0
0
)

平
揮
市
考
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

は
、
お
年
寄
り
を
対
象
と
し
た
音
楽

教
室
を
闘
い
て
い
る
。

マ
日
韓
日
月
5
日
(
月
)
3
3
月

回
日
一
月
)
ま
で
の
-
っ
ち
の
全
山

田
e

時
間
午
前
9
時
却
分
S
H
時

O
テ

3
J一

マ
会
場
福
祉
会
館

マ
内
容
合
明
、
楽
器
を
間
っ
た
合

奏マ
申
込
先
福
祉
総
務
課
老
人
福
祉

舟
(
内
線
一
一
九
)

i
ン
が

出
民
金
融
公
庫
て
は
、

vr暗
3
匂

容
に
高
校
、
専
門

F
枝
、
知
問
点

字
、
大
学
に
進
学
す
る
子
供
の
い
る

樺
護
者
に
対
し
て
必
婆
な
間
賞
金
を
融

資
し
て
い
る
。

マ
融
資
額

2
進
学
者
あ
た
り
百
万

円
以
内

マ
融
資
期
間

5
年
以
内
(
利
率
毎

8

・3
M
引
)

詳
し
く
は
、
同
民
合
融
公
庫
小
田

原
支
活
(
雷
話
。
四
六
五
回
一
一

…
七
E
)
へ。

一
瞬
幽
官
官
教
室
を
開
く

県
農
業
会
館
(
駅
南
口
て
問
主

教
室
炉
開
か
れ
る
。

{
果
樹
の
上
手
な
作
り
方
〕

マ
日
時
日
月
日
日

(k)
午
前
9

時
担
分
5
日
時
別
分

マ
講
師
県
関
芸
試
験
場
小
出
切

克
治
氏

{
冬
越
し
す
る
排
物
の
管
理
}

7
3寺

2
f
i
]

『

i
J
F
h
J

T

、t
a
-
-
:
;
r」
;
~
ぐ

A
H
L

寺
O
ネ

J
j
-
子
O
T

H
3
Jノ
l
i
H
3
Jノ

マ
講
師
園
芸
研
究
交
釜
山
川
勇
氏

問
い
合
わ
せ
は
、
県
矧
南
隅
主
セ

ン
タ
ー
(
電
話
回

l
O
五
九
一
)
へ
。

日
月
に
な
る
と
持
7

J
仙
の
申
J

摘
が
増

加
し
、
年
内
に
処
理
て
き
な
引
場
合

が
町
勾
て
て
く
る
。
存
ぃ
山
の
中
請
は

お
早
め
に

n

・
横
浜
地
方
法
務
品
平
塚
出
恒
所

勺
弘
元
同
誌
一
一
九
六

O)

也
市
内
で
働
く
す
べ
て
の
万
々
に
適

用
さ
れ
る
神
奈
川
県
最
偲
賞
金
は
、

日
月
1
日
か
ら
改
正
さ
れ
て
い
る

0

・
円
額
陀
宇
一
二
白
五
十
七
円

・
時
間
額

h
G間
十
丘
内

詳
し
く
は
、
神
奈
川
労
働
事
物
吋

質
金
課
(
電
3
0四
五
六
五
一

一
一
氏
一
)
へ
。

ラ
リ
1

-
ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
安
田
信

託
鰐
一
行
、
新
日
本
証
券
、
山
一
証

券
、
一
一
焚
挺
行
)

き合い大切に

り
、
お
亙
い
の
生
活
空
間
が
近

づ
い
て
き
て
い
ま
す
が
、
そ
の

結
果
と
し
て
、
夜
遅
く
な
っ
て

か
ら
の
ピ
ア
ノ
、
明
掃
除
、
入
浴

な
ど
の
音
で
迷
惑
を
受
け
て
い

る
家
庭
も
あ
る
と
患
い
ま
す
。

生
活
か
ら
の
騒
音
で
迷
惑
を

受
け
る
人
が
い
る
こ
と
を
心
に

留
め
て
い
だ
た
け
た
ら
と
患
い

ま

す

。

つ

く

る

こ

と

に

よ

っ

て

み

な

さ

で

く

だ

さ

い

。

(

西

八

橋

相

原

頭

子

容

ん

)

ん

の

生

活

を

制

約

し

て

し

ま

う

な

お

、

騒

音

に

殴

っ

た

ら

相

、

コ

ャ

じ

一

生

鴻

騒

音

と

は

こ

と

よ

り

、

他

人

に

迷

惑

を

か

手

方

に

早

め

に

直

接

話

す

か

、

2
1
1
一

騒

脅

の

発

生

量

が

け

な

い

意

識

を

も

っ

て

も

ら

う

自

治

会

な

ど

の

場

で

話

し

合

う

小

さ

く

、

畑

山

ら

れ

た

近

隣

の

こ

と

と

、

隣

近

所

と

の

付

き

合

こ

と

が

必

要

か

と

患

い

ま

す

。

方

々

に

影

響

す

る

も

の

で

、

さ

い

を

大

切

に

し

て

い

た

だ

く

こ

い

す

れ

に

し

て

も

、

生

活

騒

ら

に

そ

の

被

害

感

は

お

互

い

の

と

H
f必
肇
な
こ
と
で
あ
る
と
忠
吾
は
市
災
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ

親

密

度

に

注

右

さ

れ

る

な

ど

、

ろ

の

ボ

イ

ラ

、

打

ち

と

げ

花

い

ま

す

。

と

り

が

加

害

訴

に

も

被

脊

者

に

個
人
遂
の
大
き
い
こ
と
が
特
徴
火
の
音
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
生
も
う
一
度
自
分
の
回
り
を
チ
も
な
る
も
の
で
す
0

片
山
み
ぷ
い

で

す

。

活

騒

音

の

相

談

が

寄

せ

ら

れ

て

エ

ツ

ク

し

、

ピ

ア

ノ

・

機

器

の

街

と

す

る

た

め

に

も

、

お

花

い

市

に

も

、

市

民

の

み

な

さ

ん

い

ま

す

。

設

霞

場

所

や

演

奏

・

使

用

待

問

が

注

意

し

て

い

た

だ

き

た

い

と

か
ら
犬
@
獄
の
鳴
き
声
、
ピ
ア
市
と
し
て
は
、
生
活
騒
音
を
帯
に
気
を
つ
け
る
ほ
か
、
低
騒
思
い
ま
す
。
(
理
壇
樺
全
課
)

ふ
少
な
く
す
る
た
め
に
、
条
例
を
音
墨
耳
慣
山
富
在
使
う
よ
う
心
掛
け

{
書
道
協
会
展
}

S
U
H
(
火
)

{
支
術
協
会
民
(
貯
向
、
即
時
刻
ぷ

日
月
げ
日
(
火
)
t
I
日
円

H
H

(
火
)

e

簡
M
M
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
ド
塚
郵
斑
同
)

{
L
1
Z
J合
展
(
刷
へ
和
)
}
日
円
日

刊

(

本

)
1
m
H
(金
)

{ア
!
1
h
ス
ク
ル
属
{
油
絵
)
〕

ロ
円
Z
U
(上
)
(
、
l
M
口
(
金
)

日
月
日
日
ヘ
火
)

一
心

ANω

…

村
会
福
祉
経
金
川
市
、
地
域
福
祉
ホ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
町
成
な
ど
に
控
わ
れ

る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
手
塚
市
社
会
輔

祉

協

議

会

(

電

話

回

」

へ。マ
社
金
構
祉
基
金
へ
例
化
水
地
ば

南

部

長

存

会

九

千

白

i
m

円
、
湘
南
カ
ラ
オ
ケ
連
合
会

f

万
円
下
む
百
じ
十
九
円
、
関
ハ
旬
開

一
1

万
円
、
ヒ
ュ
テ
ィ
サ
ロ
ン
7

ン
八
万
円
、
日
人
会
千
円
、

中
道
弘
冗
刀
川
、
幅
制
脱
会
場

募
金
制
九
千
瓦
円
マ
十
円
、
附

和
剖
年
卒
育
訓
小
学
校
同
級
会
一
同

万
一
千
円
l
T
九
円
、
小
清
水
ツ

ヤ

子

に

l

円
、
こ
み
減
詰
化
婦
人

j

z

f

L一
し

j
L
;
l

ι三
1
λ
r
J
T
y
f
F十
ド

本
会
五
千
円
、
お
も

ν
ろ
フ
ソ

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
泊
者
向
じ
万
判

子
五
百
円
、
高
原
商
民
万
五
τ

じ
百
円
、
よ
し
?
五
万
円
、
鈴
木

健
一
千
百
万
可
、
崎
真
会
館
平
塚
大

会
実
行
委
員
会
十
一
一
万
五
百

八
ト
八
円
、
サ
ノ
~
本
ふ
み

F
P
つ
く
し

務
護
婦
京
政
婦
紹
介
所
'
鳥
海
掃

・
平
田
川
一
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
得

一
万
円
、
澄
名
一
一
万
円

マ
児
童
福
祉
へ
・
磯
崎
勉

千

マ
社
主
福
祉
へ
・
磯
崎
時
夫

工
4
2
J

<>8程

11 f1 22 [1 

(木) 10時

'--J5時 30分ダ

イクマ平塚

f占、 12失J3日 制叫骨注入 d 品禍ヤ 省，

(片 1 10時官三饗滋伊幅減努~町
一15時30分紅 、韓器部1 .L)V" 、

/句V 守 KR
谷ノて-)レロー y 

ド、 12月 11臼 (火) 13時，...___15時 30分 Aコープ九百民

く〉ご協力ありがとうございました(10月)

敬称略

パイロット、東海大学、大江Z 業、田中黄金属 1

業、平塚ライオンズクラブ、小松製作所、小松エレ

クト口ニクス、日本エアーフィルタ一、日本クラワ

ンコル夕、古河特殊金属(以 r.tJl体のみ)

犬-
叫動物〆保護センター(霞言ずfi58---3411) 

では、やむを得ない事情で宣言dえなくなっ

た;犬、猫の引き取りを行っている。

当日、利用される方は印鑑、犬の鑑札、

注射帯票、愛犬手帳を持参していただ吉

たい。引き取り車の停留時間1は10分間。

なお、犬、織についての者情、相談や

野メとの捕獲依頼も[可センターへ。

[11月26臼(丹 9 ゃ 50

S : 45 神田公民館 10; 10 

9 : 05 大野公民館 10:35 
9 損賀公民館 日今回

10 : 吉沢公民館 (12月14日
11 : 15 金自公民館 14:20 

(12月 1艮 (三ニ)] 14 : 35 
8 : 45 大神公民館 14::'10 吃水公民館

9 : 05 横内公民館 15 八幡公民館

9 : 30 
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